
Ｑ：習志野市の財政健全化の取り組みについて伺う。

Ａ：歳入面では、緩やかな景気回復等を背景にコロ
ナ以前の水準を超えるが、歳出面では、社会保障
費の増大等、財政構造の硬直化が進
んでいる。
今後は第二次経営改革大綱の推進や、新たな歳入
確保策の検討、既存事業の見直しを進め、持続可
能な財政構造の構築をしていく。
要望：既存事業の徹底した見直し、ICTの最大限の
活用、定住促進のための子育て・教育の充実地元
企業の育成と創業支援の更なる強化を！

今こそ
若い力で
新しい習志野。

習志野市の財政状況
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文化ホール検討候補地

要望：習志野市が「音楽のまち」と
して市民に親しまれているのは、
表玄関であるJR津田沼駅南口に
文化ホールがあるという事が大
きく影響している。
現在地への文化ホールの再建設
は将来に渡ったまちづくりのために
必要な投資である。単一のホール
としてではなくまちづくり全体の
事を考え、南口への再建設が望ま
しいと考えます。

Ｑ：文化ホールの再建設を旧庁舎跡地、JR津田
沼駅南口にした場合の費用の差額が約３８億円
の開きがある。
この差額をどのように埋めることについての考え
方について伺う。

Ａ：ライフサイクルコストの算出を進めるとともに、
市
の資産全体の中での総更新費用、国庫補助等
の財源や経済効果などの税収増等も含めて算
出し、精査していく。

習志野文化ホールの現状 文化ホールの私の考え
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習志野市収入の部

歯及び口腔ケアついて 習志野市支出の部

支出の中で食費（人件費）について
は、全体の約１５．９％を占めてい
ます。
なぜ食費（人件費）が多いかと言い
ますと、習志野市は文教住宅都市
憲章を掲げ、公立の幼稚園、保育
所、こども園、習志野高校などを運
営しているので、そこで働く職員が
必要となっているためです。また家
の増改築・補修費（普通建設事業
費、維持補修費）も、たくさんの施
設が老朽化していることでお金が
必要になっています。

Ｑ：お口の安心健康チェックを実施することの効果につ
いて伺う。

A:お口の安心健康チェック事業は、６５歳、７０歳、８０歳
の高齢者を対象に歯や入れ歯、航空機能の状態を確認
し、航空機能の保持増進に必要な知識の普及を目指す
ことを目的としている。
要望：口腔の状態は、加齢や生活習慣等によって変化
するため、年代に応じた予防が必要である。
６５歳、７０歳には未受診者勧奨を行っていただけるよう
になったが８０歳には未だ行っていない。
８０歳にも勧奨を実施するように要望する。

給料だけでなく、年金や児童手当
などや借入金などで収入を賄って
いる状況です。例年、給料が全体
の約６割を占めていますが、令和
２年度は新型コロナウイルス感染
症対策に係る国庫支出金が大幅
に増加したことから、年金や児童
手当などの割合が例年と比較する
と高くなっています。
その他、これまでの貯金の取り崩
し（繰入金）や、国や金融機関等か
ら借り入れ（市債）をしています。

習志野市の収支を家計に置き換えた場合


